
農
業
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
自
力
施
工
を

　
　
　
　
　支
援 

実
習
交
え
て
研
修
会（
千
葉
県
本
部
）

戸配送の西濃物流センターで出発式
（岐阜県本部）

100%国産米粉パン使用の料理提供
（経営企画部）

盛岡駅ビルで「いわてアグリキャンペーン」
（岩手県本部）

ＪＡズームイン（愛媛：ＪＡえひめ中央）

ＪＡズームイン（埼玉：ＪＡあさか野）

体験型フードパーク
「KADODE OOIGAWA」オープン

ＪＡタウンショップ紹介
　飛騨・美濃うまいもん広場（JA全農岐阜）

2面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

4-

5
面

6

7

8

「Ａコープファーマーズみやうち」
グランドオープン  （広島県本部）

福島牛クラウドファンディング
「～＃プロジェクトF  あなたに届け福島牛～」
目標達成！  （福島県本部）

Web
限定

2

3

JAアクセラレータープログラム第２期で成果を発表した8社代表（４－５面）

農業用パイプハウスの自力施工で実地研修
（２面）

岐阜県本部の西濃物流センターから戸配送
に出発するトラック（２面）

JAアクセラレータープログラム第２期 成果発表会開催
スタートアップ企業8社が成果発表（経営企画部）

『ＪＡ全農ウィークリー』の
ツイッターはこちらから
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

新
た
な
配
送
体
制
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
J
A
は
、
物
流
の
合
理
化
・

要
員
再
配
置
に
よ
る
営
農
指

導
・
経
済
業
務
の
重
点
的
な
強

化
を
、
県
本
部
は
岐
阜
県
物
流

改
革
構
想
に
基
づ
い
た
物
流
合

理
化
の
実
現
を
め
ざ
し
た
県
域

物
流
拠
点
の
整
備
・
体
制
づ
く

り
と
一
層
の
効
率
化
を
行
い
、

岐
阜
県
J
A
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
は
継
続
し
た
安
定
配
送
が
で

き
る
よ
う
配
送
面
か
ら
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
、
3
者
が
物
流
合
理
化

に
向
け
て
相
互
協
力

し
、コ
ス
ト
の
低
減
と

持
続
可
能
な
配
送
体
制

を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
営
農
指
導
・
経
済

業
務
を
重
点
的
に
強
化

す
る
こ
と
で
、農
業
所

得
の
増
大
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

News!

西濃物流センターの出発式を開催
ＪＡにしみの管内の戸配送が稼働 岐阜県本部

　
岐
阜
県
本
部
は
11
月
2
日
、養
老
町
に
新
設
し
た「
西
濃
物
流
セ
ン

タ
ー
」の
出
発
式
を
開
き
ま
し
た
。こ
の
施
設
は
、J
A
に
し
み
の
管

内
の
物
流
合
理
化
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
を
目
指
し
た
物
流
施
設
の
拠

点
で
あ
り
、県
内
で
は
4
か
所
目
の
物
流
拠
点
と
な
り
ま
す
。

　

出
発
式
に
は
J
A
に
し
み

の
、岐
阜
県
本
部
、岐
阜
県
J
A

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社

の
関
係
者
約
60
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
安
全
祈
願
と
し
て
同
社

の
川
崎
博
文
社
長
か
ら
運
転
手

代
表
に
お
守
り
が
贈
呈
さ
れ
た

後
、
小
林
徹
J
A
に
し
み
の
組

合
長
、西
村
寿
文
県
本
部
長
、川

崎
社
長
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、21

台
の
戸
配
送
車
が
次
々
と
出
発

し
ま
し
た
。

　
物
流
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ

に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
実
態
調
査
の
上
、
物
流
改
革

News!

農業用パイプハウスの自力施工を支援 実習を交えて研修会
台風被害からのパイプハウス復旧を後押し 千葉県本部

　
千
葉
県
本
部
は
10
月
30
日
、千
葉
県
と
共
催
で
成
田
市
の
千
葉
県
本

部
営
農
技
術
セ
ン
タ
ー
で
農
業
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
自
力
施
工
に
係
る

研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
、
昨
年
の
台
風
15

号
と
19
号
で
被
害
を
受
け
た
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
の
復
旧
支
援
を
目

的
に
2
月
に
続
く
開
催
と
な
り

ま
す
。
千
葉
県
内
を
地
区
別
に

分
け
同
所
で
3
回
開
く
予
定
で
、

今
回
は
生
産
者
ら
約
60
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
千
葉
県
本
部
生

産
資
材
物
流
部
資
材
課
の
職
員

が
建
て
方
の
手
順
や
安
全
対
策

に
つ
い
て
座
学
で
講
義
し
た
後
、

圃ほ
じ
ょ
う場

へ
移
動
。参
加
者
は
、測
量

を
は
じ
め
パ
イ
プ
の
組
み
立
て
、

フ
ィ
ル
ム
の
展
張
な
ど
現
物
を

前
に
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、

要
所
の
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

写
真
や
動
画
で
記
録
し
な
が
ら

受
講
し
て
い
る
参
加
者
も
多
く
、

自
力
施
工
の
習
得
に
努
め
て
い

ま
し
た
。

千
葉
県
本
部
生
産
資
材
物
流
部
資
材

課
職
員
に
よ
る
講
義

圃
場
で
実
地
研
修

西
濃
物
流
セ
ン
タ
ー
出
発
式
で

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
す
る
関
係
者

戸
配
送
車
が
次
々

と
出
発

22020 11.23 vol.944

JA
 Z

ennoh W
eekly

ニ
ュ
ー
ス
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス



ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
を
学
生
が
考
案

し
、S
N
S
で
発
信
し
て
い
き

ま
す
。今
後
は
実
際
に
考
案
さ
れ

た
レ
シ
ピ
を
基
に
レ
シ
ピ
集
の

作
成
、
飲
食
店
で
の
提
供
を
目

指
し
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、

多
く
の
人
に「
り
ん
ど
う
」・「
原

木
乾
し
い
た
け
」を
知
っ
て
も
ら

う
き
っ
か
け
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

使
う
こ
と
な
く
国
産
の
お
米

1
0
0
%
で
焼
き
上
げ
た
パ
ン

で
す
。お
米
の
特
性
を
生
か
し
、

ク
ロ
ッ
ク
ム
ッ
シ
ュ
ら
し
く
外

は
カ
リ
ッ
、中
は
し
っ
と
り
も
っ

ち
り
と
し
た
仕
上
が
り
に
な
っ

て
お
り
、
ベ
シ
ャ
メ
ル
ソ
ー
ス

も
米
粉
で
作
る
ほ
ど
の
こ
だ
わ

り
の
逸
品
で
す
。
こ
の
米
粉
パ

ン
を
使
用
し
た
ク
ロ
ッ
ク
ム
ッ

シ
ュ
を
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
ラ
ン
チ

で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
J
A
ビ
ル
に
お
立
ち
寄
り
の

際
は
、焼
き
た
て
、出
来
た
て
の

味
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

News!

News!

盛岡駅ビルで「いわてアグリキャンペーン」開催

100%国産米粉パン使用の料理を提供

県産りんどうと原木乾しいたけの魅力発信

お米の特性生かしたクロックムッシュに

岩手県本部

経営企画部

　
岩
手
県
本
部
は
、岩
手
県
立
大
学
と
Ｊ
Ｒ
盛
岡
駅
ビ
ル
フ
ェ
ザ
ン
と

協
働
で
岩
手
県
産「
り
ん
ど
う
」と「
原
木
乾
し
い
た
け
」の
認
知
度
向

上
を
目
指
し
10
月
17
〜
30
日
、「
い
わ
て
ア
グ
リ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
盛

岡
駅
ビ
ル
フ
ェ
ザ
ン
パ
テ
ィ
オ
で
行
い
ま
し
た
。

　
東
京
・
大
手
町
の
J
A
ビ
ル
地
下
1
階
に
あ
る「
ラ
・
カ
ン
パ
ー

ニ
ュ
東
京
大
手
町
」で
、店
内
で
焼
き
上
げ
た
1
0
0
%
国
産
米
粉
パ
ン

使
用
の
ク
ロ
ッ
ク
ム
ッ
シ
ュ
を
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
ラ
ン
チ
と
し
て
提
供
を

始
め
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
初
日
に
は
、

学
生
が
来
場
者
へ
八
幡
平
市
安

代
産
の
り
ん
ど
う
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
他
、
り
ん
ど
う
を
使
用

し
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
展
示
が
行

わ
れ
ま
し
た
。「
喫
茶
×
り
ん

ど
う
」を
テ
ー
マ
に
、テ
ー
ブ
ル

に
り
ん
ど
う
を
生
け
た
花
瓶
や

ケ
ー
キ
、
キ
ャ
ン
ド
ル
な
ど
を

配
置
し
、
り
ん
ど
う
の
魅
力
を

P
R
し
ま
し
た
。

　
「
原
木
乾
し
い
た
け
」は
オ
リ

　

全
農
は
、
既
存
の
枠
組
み

や
固
定
概
念
に
と
ら
わ
れ

な
い
新
た
な
事
業
発
掘
を
目

的
に
、
新
規
事
業
提
案
制
度

「
Z
e
n
n
o
v
a
t
i
o
n
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

1
0
0
%
国
産
米
粉
パ
ン
は
、

Z

 

e

 

n

 

n

 

o

 

v

 

a

 

t

 

i

 
o
 n 

2
0
1
8
で
の
提
案
を
元
に

「
α
化
米
粉
活
用
を
通
じ
た
米

の
需
要
拡
大
」の
事
業
化
を
目

指
し
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　

提
案
し
た
職
員
の
連
日
の

試
行
錯
誤
と
、
ラ
・
カ
ン
パ
ー

ニ
ュ
の
シ
ェ
フ

の
協
力
に
よ
り
、

1
0
0
%
米
粉
パ

ン
を
お
い
し
く
焼

き
上
げ
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。

異
な
る
性
質
の
米

粉
を
オ
リ
ジ
ナ
ル

ブ
レ
ン
ド
し
、
小

麦
や
添
加
物
を

学生が県産りんどうをプレゼント

りんどうディスプレイ展示

「クロックムッシュ」はランチタイム限定で提供
※焼き時間がかかるため、事前の予約がお
すすめです

ラ・カンパーニュ東京大手町
TEL：03-5293-1171
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　第2期のプログラムは163件の応募の中から採択された、
食・農・くらしの領域に関わるスタートアップ企業8社を
支援する取り組みで、農林中金と全農職員が伴走者とし
て採択企業に寄り添い、JAグループとの協業を推進。5
月のスタート以来、コロナ禍の中での半年間という限られ
た活動・期間での成果を発表しました。
　㈱シェアグリは「特定技能人材のスポット派遣で労
働力不足を解消」のテーマで、農繁期の必要な時期に必
要な労働力を派遣することで労働力不足の解消を目指し
ています。プログラム期間中には全国16のJA組織の紹介
により、複数県で派遣先が決定し業績を成長させること
ができました。
　㈱トルビズオンは「ドローン航行のための上空シェア
サービス『sora:share』」のテーマで、ドローン物流の実現
に備えて農地上空の使用権をビジネス化することで農家の
権利保護と農地保全を同時に図ることを目指しています。
プログラム期間中には佐賀県多久市で、中山間地におけ

る実証実験を成功させました。
　AGRIST㈱（アグリスト）は「農業の人手不足を
AIと収穫ロボットで解決」をテーマに、国際特許申請中の
つり下げ式収穫ロボットで、生産現場において集中的な
作業である収穫の自動化を目指しています。現在はピーマ
ンをターゲットにし、地元の宮崎県だけではなく、ピーマ

ンの主要産地の大半と接点を持つことができました。また
JA三井リース（株）との連携で、初期導入費用を割賦払
いにすることも可能（予定）にすることができました。
　テラスマイル㈱は「スマート農業を見える化し新た
な農業経営スタイルを全国に普及」のテーマで、自社で
開発したRight ARM（ライトアーム）でさまざまなデータの
分析、営農課題の特定、オペレーションの改善による生
産者の所得向上を目指しています。営農管理システム
Z-GISとの連携など、データ活用型営農指導の普及と
Right ARMの導入推進に向けてJAグループとの協業が
決定しています。

　㈱グリーンエースは「粉末化技術で野菜不足と
フードロスを解決」のテーマで、5年間の研究開発を基に
実現した、色や香り、栄養成分を保持したまま野菜を粉
砕できる技術により、生産現場や加工現場で発生する食
品ロスを解消することに加え、消費者の食生活の向上を
目指しています。11月には野菜不足解消サービス
Vegemin（ベジミン）を立ち上げ、テスト販売を始めています。
また来年にはニッポンエールへの活用を予定しています。
　㈱CuboRex（キューボレックス）は「手押し車
の電動化キットで中山間地農業の作業負荷を軽減」の
テーマで、自社で開発し、安価に取り付けることができる
補助動力「E-cat kit」により、農作業の軽労化に貢献する
ことを目指しています。
　プログラム期間中の10月から和歌山県のJAありだで取
り扱いが始まり、果樹農家を中心に好評です。今後、全
国展開に向けて取り組んでいく予定です。

　myProduct㈱（マイプロダクト）は「地域の体
験型観光プランを企画開発し、簡単予約！」のテーマで、
地域の魅力を体験型の産業観光で発信するデジタルプ
ラットフォームを開発・運営し、地方と都市との新しい接
点を創ることを目指しています。日本の農業を誇れる観光
資源として、魅力の発掘と発信に取り組み、来年の春に
は㈱農協観光と栃木県大田原市でのテスト導入を実現し
ていきます。

　㈱Agrihub（アグリハブ）は「エンジニア農家発！
栽培管理アプリから始まる農業DX」のテーマで、栽培日
誌や農薬履歴の管理アプリを開発し、農薬帳票の電子化、
生産履歴の蓄積から流通関係者の業務負担の大幅な軽
減を目指しています。プログラム期間中には栃木県のJAう
つのみやで実証実験を行い、今後複数のJAと実用化に
向けて協議を進めています。また営農管理システムZ-GIS
へのサービス提供も開始しました。
　最後に山﨑周二理事長が「８社いずれも現在日本農業

が抱える課題に対して的確
かつ未来志向で解決を図っ
ていこうという事業だ」と評
価し、その上で１社ごとに今
後への期待をコメントしまし
た。また、伴走者に対して
も「半年間スタートアップと
共に汗をかいた経験はこれ

から広い視野で新たなビジネスを創造することに役立つ」
とねぎらい、全体講評を締めくくりました。
　AgVenture Labは、次年度の第３期の実施に向けて現
在準備中です。

スタートアップ企業8社が成果発表
成果発表会を開催

JAアクセラレータープログラム第2期

　AgVenture Labは11月12日、「JAアクセラレータープログラム（第２期）」の最終成果発表会（デモデイ）
を開きました。【経営企画部】

手押し車の電動化キットを披露するCuboRexの社員

国際特許申請中のつり下げ式収穫ロボット

成果を発表した8社代表と農林中金・奥理事長、AgVenturelab・荻野理事長、山﨑理事長（後ろ右）

　農業者からの期待の高さを目の当
たりにし、新たな挑戦への高揚感を
感じながらチーム全員で駆け抜けた
半年間でした。JAグループ内の調整
には苦労しましたが、おかげで人脈

が広がり、COOの高橋さんからは核となる部分は固持
しつつ、思考を柔軟に変え前に進めていく姿勢を教え
てもらいました。

　伴走者として、分野に縛られず協
同する大切さ、良い技術は農業従事
者と製造技術者が相互に課題解決
に全力で取り組んだ時に創出される
ことを実感できました。今後も農作

業軽労化につながるさまざまな技術を世に出されるこ
とを期待しています。

JA全農の伴走者の声

東京畜産生産事業所 梶 翔太さん
CuboRexの伴走者

AGRISTの伴走者
耕種資材部総合課 熊坂 理沙さん

当日の動画はこちらから
ご覧いただけます。

つく

全体講評する山﨑理事長
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　第2期のプログラムは163件の応募の中から採択された、
食・農・くらしの領域に関わるスタートアップ企業8社を
支援する取り組みで、農林中金と全農職員が伴走者とし
て採択企業に寄り添い、JAグループとの協業を推進。5
月のスタート以来、コロナ禍の中での半年間という限られ
た活動・期間での成果を発表しました。
　㈱シェアグリは「特定技能人材のスポット派遣で労
働力不足を解消」のテーマで、農繁期の必要な時期に必
要な労働力を派遣することで労働力不足の解消を目指し
ています。プログラム期間中には全国16のJA組織の紹介
により、複数県で派遣先が決定し業績を成長させること
ができました。
　㈱トルビズオンは「ドローン航行のための上空シェア
サービス『sora:share』」のテーマで、ドローン物流の実現
に備えて農地上空の使用権をビジネス化することで農家の
権利保護と農地保全を同時に図ることを目指しています。
プログラム期間中には佐賀県多久市で、中山間地におけ

る実証実験を成功させました。
　AGRIST㈱（アグリスト）は「農業の人手不足を
AIと収穫ロボットで解決」をテーマに、国際特許申請中の
つり下げ式収穫ロボットで、生産現場において集中的な
作業である収穫の自動化を目指しています。現在はピーマ
ンをターゲットにし、地元の宮崎県だけではなく、ピーマ

ンの主要産地の大半と接点を持つことができました。また
JA三井リース（株）との連携で、初期導入費用を割賦払
いにすることも可能（予定）にすることができました。
　テラスマイル㈱は「スマート農業を見える化し新た
な農業経営スタイルを全国に普及」のテーマで、自社で
開発したRight ARM（ライトアーム）でさまざまなデータの
分析、営農課題の特定、オペレーションの改善による生
産者の所得向上を目指しています。営農管理システム
Z-GISとの連携など、データ活用型営農指導の普及と
Right ARMの導入推進に向けてJAグループとの協業が
決定しています。

　㈱グリーンエースは「粉末化技術で野菜不足と
フードロスを解決」のテーマで、5年間の研究開発を基に
実現した、色や香り、栄養成分を保持したまま野菜を粉
砕できる技術により、生産現場や加工現場で発生する食
品ロスを解消することに加え、消費者の食生活の向上を
目指しています。11月には野菜不足解消サービス
Vegemin（ベジミン）を立ち上げ、テスト販売を始めています。
また来年にはニッポンエールへの活用を予定しています。
　㈱CuboRex（キューボレックス）は「手押し車
の電動化キットで中山間地農業の作業負荷を軽減」の
テーマで、自社で開発し、安価に取り付けることができる
補助動力「E-cat kit」により、農作業の軽労化に貢献する
ことを目指しています。
　プログラム期間中の10月から和歌山県のJAありだで取
り扱いが始まり、果樹農家を中心に好評です。今後、全
国展開に向けて取り組んでいく予定です。

　myProduct㈱（マイプロダクト）は「地域の体
験型観光プランを企画開発し、簡単予約！」のテーマで、
地域の魅力を体験型の産業観光で発信するデジタルプ
ラットフォームを開発・運営し、地方と都市との新しい接
点を創ることを目指しています。日本の農業を誇れる観光
資源として、魅力の発掘と発信に取り組み、来年の春に
は㈱農協観光と栃木県大田原市でのテスト導入を実現し
ていきます。

　㈱Agrihub（アグリハブ）は「エンジニア農家発！
栽培管理アプリから始まる農業DX」のテーマで、栽培日
誌や農薬履歴の管理アプリを開発し、農薬帳票の電子化、
生産履歴の蓄積から流通関係者の業務負担の大幅な軽
減を目指しています。プログラム期間中には栃木県のJAう
つのみやで実証実験を行い、今後複数のJAと実用化に
向けて協議を進めています。また営農管理システムZ-GIS
へのサービス提供も開始しました。
　最後に山﨑周二理事長が「８社いずれも現在日本農業

が抱える課題に対して的確
かつ未来志向で解決を図っ
ていこうという事業だ」と評
価し、その上で１社ごとに今
後への期待をコメントしまし
た。また、伴走者に対して
も「半年間スタートアップと
共に汗をかいた経験はこれ

から広い視野で新たなビジネスを創造することに役立つ」
とねぎらい、全体講評を締めくくりました。
　AgVenture Labは、次年度の第３期の実施に向けて現
在準備中です。

スタートアップ企業8社が成果発表
成果発表会を開催

JAアクセラレータープログラム第2期

　AgVenture Labは11月12日、「JAアクセラレータープログラム（第２期）」の最終成果発表会（デモデイ）
を開きました。【経営企画部】

手押し車の電動化キットを披露するCuboRexの社員

国際特許申請中のつり下げ式収穫ロボット

成果を発表した8社代表と農林中金・奥理事長、AgVenturelab・荻野理事長、山﨑理事長（後ろ右）

　農業者からの期待の高さを目の当
たりにし、新たな挑戦への高揚感を
感じながらチーム全員で駆け抜けた
半年間でした。JAグループ内の調整
には苦労しましたが、おかげで人脈

が広がり、COOの高橋さんからは核となる部分は固持
しつつ、思考を柔軟に変え前に進めていく姿勢を教え
てもらいました。

　伴走者として、分野に縛られず協
同する大切さ、良い技術は農業従事
者と製造技術者が相互に課題解決
に全力で取り組んだ時に創出される
ことを実感できました。今後も農作

業軽労化につながるさまざまな技術を世に出されるこ
とを期待しています。

JA全農の伴走者の声

東京畜産生産事業所 梶 翔太さん
CuboRexの伴走者

AGRISTの伴走者
耕種資材部総合課 熊坂 理沙さん

当日の動画はこちらから
ご覧いただけます。

つく

全体講評する山﨑理事長
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1年を通して柑橘栽培が盛んな管内

大
」な
ど
、多
方
面
か
ら
農
業
振

興
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。今
後
も
生
産
者
な
ら
び
に
消

費
者
の
声
に
真し

ん
し摯

に
向
き
合
い
、

J
A
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

ま
す
。

ＪＡえひめ中央
（愛媛県）

概要 令和2年3月31日現在

正組合員� 1万5230人
准組合員� 2万4737人
職員数� 1195人 
販売品販売高� 125億円
購買品取扱高� 82億円
貯金残高� 2823億円
長期共済保有高� 6398億円
主な農畜産物�柑橘（伊予柑、紅まどんな、せとか、温州みかんな
ど）、落葉果樹（キウイフルーツ、ブドウ、栗、ビワなど）、ナス、キュウリ、ピーマン、
タマネギ、菌床シイタケ、イチゴ、花き花木（ユリ、ユーカリ、若松、シキミなど）

伊
予
柑
園
地
の
若
返
り
に
力

直
営
施
設
で
地
域
の
食
P
R

愛媛県
高知県

無
料
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
8
年
3
月
か
ら
21
年
3

月
ま
で
に
8
万
本
を
配
布
す
る

計
画
で
、J
A
営
農
部
の
職
員

や
新
規
就
農
研
修
生
ら
が
丹
精

込
め
て
育
て
た
苗
を
管
内
全
域

の
希
望
者
に
届
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
で
、
管
内
生

産
面
積
の
10
％
ほ
ど

の
若
返
り
が
可
能
と

な
る
計
画
で
す
。
品

質
の
高
さ
と
価
格

帯
、
長
期
販
売
が
可

能
な
点
か
ら
、
市
場

か
ら
人
気
が
高
い
伊

予
柑
。
柑
橘
経
営
の

柱
と
な
る
品
種
の
た

め
、
園
地
の
若
返
り

に
よ
り
収
量
の
確
保

と
農
家
の
手
取
り
向

上
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。

し
て
柑か

ん
き
つ橘

栽
培
が
盛
ん
な
地
域

で
も
あ
り
ま
す
。

　

伊
予
柑
生
産
量
全
国
一
を

誇
る
同
J
A
は
、
産
地
維
持

を
図
ろ
う
と
伊
予
柑
苗
木
の

　
1
9
9
9
年
4
月
に
12
J
A

が
合
併
し
て
誕
生
し
た
J
A
え

ひ
め
中
央
は
、
愛
媛
県
の
中
央

に
位
置
し
、
島と

う
し
ょ嶼

部
、
沿
岸
部
、

都
市
部
、
中
山
間
・
山
間
部
と

環
境
も
さ
ま
ざ
ま
な
県
下
一
番

の
広
域
J
A
で
す
。
瀬
戸
内
の

温
暖
な
気
候
か
ら
、
1
年
を
通

　

安
全
・
安
心
か
つ
お
い
し
く

新
鮮
な
管
内
農
産
物
提
供
の
場

と
し
て
19
年
4
月
に
、
複
合
施

設「
み
な
と
ま
ち 

ま
っ
て
る
」を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。施
設
内
1

階
に
は
J
A
直
営
の「
え
ひ
め

中
央
お
ひ
さ
ま
食
堂
」や「
え
ひ

め
中
央
ひ
な
た
C
A
F
E
」が

あ
り
、
管
内
の
特
色
を
生
か
し

な
が
ら
季
節
ご
と
に
多
彩
な
料

理
や
ス
イ
ー
ツ
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

同
J
A
は
、
そ
の
ほ
か
に
も

「
新
規
就
農
者
確
保
に
向
け
た

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
」や

「
J
A
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
を

活
用
し
食
を
通
じ
た
J
A
フ
ァ

ン
の
獲
得
」「
女
性
大
学
開
校
に

よ
る
新
た
な
J
A
利
用
層
の
拡

伊
予
柑
の
産
地
維
持
と

農
業
者
の
所
得
増
大
へ

地
域
活
性
化
と

食
農
教
育
へ
の
貢
献

伊予柑苗木を管理する園地

JA直営の食堂・カフェでは管内食材を使ったメニューを提供
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躍
を
、
地
域
の
農
業
の
発
展
に

つ
な
げ
て
い
き
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
が
深
い
女
性
農
業
者
の

力
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
地
場
産
野
菜
の
お
い
し
さ

を
消
費
者
へ
伝
え
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
農
業
体
験
や
講
習
会
な

ど
を
実
施
し
、
地
域
の
消
費
者

に
J
A
の
事
業
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

ＪＡあさか野
（埼玉県）

概要 令和２年３月３１日現在

正組合員数� 2583人
准組合員数� 1万1994人
職員数� 182人
販売品取扱高� 6億2千万円
購買品取扱高� 9億2千万円
貯金残高� 2714億9千万円
長期共済保有高� 3888億9千万円
主な農畜産物� 秋冬ニンジン、

サトイモ、米「コシヒカリ」

女
性
農
業
者
の
活
躍
に
よ
る

地
域
農
業
の
発
展
に
向
け
て

東京都山梨県

埼玉県

群馬県 栃木県

た
ち
に
向
け
た
地
場
産
野
菜

の
収
穫
体
験
、
生
産
者
に
よ
る

収
穫
後
の
青
空
講
義
を
女
性

T
A
C
担
当
者
が
提
案
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
付
加
価
値
を
高

め
る
た
め
6
次
化
の
取
り
組
み

と
し
て
、
管
理
栄
養
士
資
格
を

持
つ
女
性
職
員
と
連
携
し
、
正

確
な
食
品
表
示
に
よ
っ
て
購
入

者
に
安
心
・
安
全
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
支
店
の
女
子
職
員
や
直
売
所

の
パ
ー
ト
の
意
見
を
取
り
入
れ

る
な
ど
多
く
の
人
の
協
力
で
、

「
O
N
E 

T
E
A
M
」で
商
品
開

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

6
次
化
商
品
な
ど
加
工
品

を
取
り
扱
う
組
合
員
を
対
象

に
、
危
害
分
析
重
要
管
理
点

様
な
販
売
形
態
に
よ
っ
て
地
域

の
農
業
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
の
視
点
で
の
新
た
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
と
し
て
、
若
い

家
族
世
帯
や
小
学
生
の
子
ど
も

　
J
A
あ
さ
か
野
は
東
京
都

に
隣
接
し
た
都
市
近
郊
で
宅
地

も
多
く
、
消
費
者
に
最
も
近
い

産
地
と
し
て
ニ
ン
ジ
ン
・
サ
ト

イ
モ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の

市
場
出
荷
に
加
え
、J
A
の
直

売
所
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
、
庭
先
直
売
な
ど
多

（
H
A
C
C
P
）に
基
づ
い
た
加

工
食
品
衛
生
研
修
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。講
師
は
管
理
栄
養
士

の
資
格
を
持
つ
女
子
職
員
が
担

当
。商
品
の
製
造
か
ら
出
荷
ま
で

の
作
業
で
起
こ
る
食
中
毒
や
異

物
混
入
、
食
品
表
示
の
ア
レ
ル

ギ
ー
誤
表
示
に
よ
る
事
故
例
な

ど
を
交
え
て
講
義
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
女
性
農
業
者
の
活

女
性
農
業
者
と
女
性
Ｔ
Ａ
Ｃ
・

管
理
栄
養
士
が
連
携

加
工
食
品
扱
う
組
合
員
に

衛
生
管
理
指
導
し
っ
か
り

女性農業者とTAC担当者による青空講義

加
工
場
の
衛
生
管
理
の
実
施

「ONE TEAM」で6次化商品開発

管理栄養士による加工食品衛生研修会
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休刊のお知らせ
11月30日号は休刊いたします。
次は12月7日号です。

飛騨・美濃うまいもん広場
（JA全農岐阜）

　「飛騨旨豚」は、おいしさと安全へのこだわりを求めて誕
生したプレミアムポークで、岐阜県内の指定農場で大切に
育てられています。しっかりと味のある赤身と上品な甘み
を持つ脂身は、さっぱりとしながらもうま味があります。
　飛騨旨豚のロースと肩ロースをしゃぶしゃぶ用にスライ
スしました。部位の違いを食べ比べてお楽しみください。

JA全農のインターネットショッピングモール

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週木曜日15：50～16：00（放送時間はFM局で異なります）
国産農畜産物の魅力や美味しさをお届けします！

　KADODE OOIGAWAは大井川流域の農業・緑茶・観
光の体験型フードパークで、野菜マルシェ、緑茶マルシェ、カ
フェ、キッズパーク、農家レストラン、観光案内所で構成されて
います。
　マルシェ（緑茶エリア）では、茶葉からおいしい緑茶になるま
でを体験するツアーやお茶のいれ方を学べるワークショップ、
お茶の飲み比べなどを体験できます。また、農家レストランとカ
フェでは、大井川流域の緑茶や農産物を使用したフードやス
イーツ、ドリンクを楽しめます。

〒428-0008 静岡県島田市竹下62
　　　　　0547-39-4073
　　　　　9:00～19:00
※一部エリアは営業時間が異なります。

「飛騨旨豚」しゃぶしゃぶセット　ロース・カタロース
各300ｇ　岐阜県産……6200円（税込み）

ご注文は
こちらから

　大井川流域の魅力をたっぷり味わえる施設となっていま
す。お近くへお越しの際はぜひお立ち寄りください。

　構想から約4年半、静岡県のJA大井川と島田市、大井川鐵道（株）、中日本高速道路（株）の4者連携によるプ
ロジェクトの一環として進められてきた「KADODE OOIGAWA（かどでおおいがわ）」が、十分な感染拡大防止策
を講じた上で１１月１２日、島田市にオープンしました。

KADODE OOIGAWAのホームページはこちら

TEL
開館時間

体験型フードパーク「KADODE OOIGAWA」がオープン
大井川地域と人の魅力を“ひらく”

施設の全景

野菜マルシェ（農産物エリア）

緑茶マルシェ（緑茶エリア）
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